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1 はじめに

近年インターネットの発展により映画の配信サービス

が急速に普及している [1]. それに伴い利用者数も年々

増加傾向にあり, さらなる需要が見込まれる. 利用者の

多くは, キーワード検索を用いて出てきたものや, 他者

のレビューを参考に閲覧する映画を判断している.

一方, 各サービスにて登録されている映画の数は数千

～数万件と膨大であり, 全ての映画情報を利用者自身が

検索し網羅することは困難であると言える. そこで多

くの配信サービスで, 利用者に最適な映画を推薦する推

薦システムが活用されている. 推薦システムの特徴と

して設計や実装には現在 4つのアプローチの仕方があ

り, 中でも主流とされているものが協調フィルタリン

グ, ハイブリッド型の推薦システムである.

協調フィルタリングは, ユーザの行動履歴をもとに

ユーザとユーザ間, アイテムとアイテム間, もしくは

ユーザとアイテム間の類似度を計算し, 推薦対象のユー

ザに未評価アイテムを推薦する技術である.

しかしながら, 既存のシステムにはいくつかの問題点

があり, 代表的な例としては小カバー率問題が挙げられ

る. 小カバー率問題とはユーザ評価の少ないアイテム

は推薦が難しくなり, 推薦内容が評価の多いものに偏っ

てしまう問題である. この問題の解決策として複数の

アルゴリズムによるハイブリッド型のシステムが提案

されている. 既存のハイブリット型システムの研究は

マイナーアイテムの除去を目的としたものが主流とさ

れ, 推薦には焦点を当てていない.

本研究ではユーザの行動履歴のうち, 特に閲覧数が

少ないマイナー映画でも推薦されるシステムを考案し,

有用性について検証することを目的とする. また上記

の目的を達成するために, モデルベース協調フィルタリ

ング, およびコンテンツベースフィルタリングを組み合

わせたハイブリッド型推薦システムに対し, マイナー表

現のパラメータを模索し, 既存の推薦システムとの精度

の比較を行う.

2 ハイブリッド型推薦システムの設計

提案するシステムの具体的な流れを図 1に示す. は

じめに, ユーザの行動履歴と映画のメタデータをそれぞ
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図 1: ハイブリッド型推薦システムを用いた映画推薦

れ個別のデータベースに保存する. ここで保存される

ユーザの行動履歴は映画に対する評価, ユーザが印象と

してつけるタグデータである. また映画のメタデータ

として, 各映画の ID, タイトル, ジャンル, 評価数が保

存されている. 次に各データベースに対し, パラメータ

抽出機能が一定時間ごとに情報要求を出し, データベー

ス上から情報を受け取る. 受け取った情報から必要な

パラメータを抽出し, 各推薦システムでユーザ間, また

アイテム間の類似度等の計算を行い, 推薦のモデルを作

成する. 作成したモデルをもとに, ユーザがサービスに

おいてログイン等の行動を起こした際に, 未評価の映画

をトップ画面等に推薦する.

3 ハイブリッド型推薦システムの試作

本研究ではハイブリッド型システムの精度の比較の

ために, モデルベースの推薦システム, コンテンツベー

スの推薦システム, ハイブリッド型推薦システムの 3種

類のシステムの設計を行った. ここでのハイブリッド型

推薦システムとは, 図 2のようにモデルベース協調フィ

ルタリングとコンテンツベースフィルタリングを組み合

わせたものである. なお開発には python3.7.3を使用し,

各学習データ, および検証データとしてMovieLents[2]

のデータセットを用いる.

モデルベース協調フィルタリングは, WNMFを用い

てユーザが未評価の映画に対しどのような評価値をつ

けるか評価の予測値を計算する. このうち未評価の予
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図 2: ハイブリッド型推薦システム

測値を全て降順で返し, 上位 10個の映画を推薦するシ

ステムである. ここで用いるパラメータは, 映画のタイ

トル, 映画 ID, ユーザ ID, 評価値, マイナー表現の閾値

の 5つとする.

コンテンツベースフィルタリングは, 映画のメタデー

タから TF-IDF法を用いて各映画の特徴ベクトルを算

出し, 映画同士の類似度をコサイン類似度によって計算

する. ここでは, 映画タイトル, ユーザ ID, ユーザが各

映画に対してつけたタグデータをパラメータとして用

いている.

ハイブリッド型推薦システムでは, Jannach[3]らが

まとめている手法のうちパイプライン型を用いる. パ

イプライン型の設計では, 図 2に示す通りモデルベース

協調フィルタリングで算出した評価の予測値を, コンテ

ンツベースで算出した各映画の類似度の重みをかけて

計算することで, ユーザの好みを反映した上での最終的

な予測評価値を算出する. このうち未評価の予測値を

全て降順で返し, 上位 10個の映画を推薦する.

4 試作システムの検証

試作したシステムのうち, モデルベース協調フィルタ

リングのみの精度とハイブリッド型を用いた時の映画

の推薦精度の比較実験を行った. 検証方法として, 以下

の 2種類のデータセットを作成し, 推薦された映画のタ

イトルを比較する.

• dataA : 評価数を一定数で足切りしたデータ

• dataB : dataAの評価の総数が 7割になるまで削

除したデータ

上記のデータは全て学習用とするため, システムの精

度評価を行うために評価値データの多い正解のデータ

と, 評価値のデータ量を減らしマイナー映画を増やし

表 1: 推薦精度の比較

協調フィルタリング ハイブリッド型推薦

ID: 2 20% 90%

ID: 11 0% 70%

た比較用のデータを作成している. ただしデータのス

パース性の問題から, dataAの評価数は一定以上の値

で足切りを行なっている. この時, 各システムにおける

dataAの推薦内容を疑わないものとし, dataAの推薦

内容と dataBの内容の一致率を計る. 一致率は式 (1)

の通りとし, 値が高いほど精度が良いものとする.

一致率（%）=
一致した映画の個数

推薦された映画の個数 ∗ 100
(1)

なお比較するユーザは協調フィルタリングのみの精

度を測るときにランダムに 2人選出し, ハイブリッド

型の精度では協調フィルタリングと同様の 2名を選出

する.

検証の結果, 各推薦精度は表 1の通りである.

表 1より, モデルベース協調フィルタリングのみを用

いた時より, 提案システムを用いた時の方が両者共に一

致率が高いことが見て取れる. よって, ハイブリッド型

の推薦システムの有用性が確認できた.

5 終わりに

現在までにマイナー映画を推薦するシステムとして,

ハイブリッド型推薦システムの有用性の検証を行った.

今後の課題として, 本研究で用いた評価方法の妥当性の

検証や, 評価数の足切りを行わないデータでの検証が必

要であると考えられる. また, マイナー表現をパラメー

タとして組み込んだ際の比較検証も行う必要がある.
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